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(54)【発明の名称】 内視鏡撮像装置

(57)【要約】
【課題】コストの上昇やメンテナンスの手間を増やすこ
となしに、本来意図した適切な情報をカメラヘッド側か
ら確実に画像処理部に伝達し、使用するカメラヘッドに
対して適切な画像表示が行える内視鏡撮像装置を提供す
る。
【解決手段】光学視管１０１と、撮像素子を内設し、光
学視管１０１の基端側に設けられた撮像部１０２とを有
するスコープ本体と、撮像部１０２からの入力信号に基
づいて画像処理を行う画像処理部１０４とを具備する内
視鏡撮像装置１において、画像処理部１０４と撮像部１
０２との接続部（カメラヘッドコネクター１２２）に、
オートクレーブ耐性を有する材料によって形成された、
スコープ本体の種別や、色マトリックス、撮像マスク形
等の映像情報を識別するための識別手段（カメラヘッド
情報記録部１２１、カメラヘッド判別部１２０）を設け
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  光学視管と、撮像素子を内設し、前記光
学視管の基端側に設けられた撮像部とを有するスコープ
本体と、前記撮像部からの入力信号に基づいて画像処理
を行う画像処理部とを具備する内視鏡撮像装置におい
て、
前記画像処理部と前記撮像部との接続部に、オートクレ
ーブ耐性を有する材料によって形成された、前記スコー
プ本体の種別や、色マトリックス、撮像マスク形等の映
像情報を識別するための識別手段を設けたことを特徴と
する内視鏡撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、内視鏡撮像装置に
関するものである。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡撮像装置の一つとして、日本国特
許第２６２４９６１号公報は、電子スコープの接続部に
判別用素子を設けることを開示している。また、欧州特
許第０６６９７５６号は、カメラヘッド内部にメモリー
を設けて各種設定等の情報をカメラヘッド側に記憶して
おき、カメラヘッドが画像処理部に接続された際に、画
像処理部がメモリーに記憶された情報をもとに、接続さ
れたスコープの種類や、当該スコープに適した色マトリ
クスの映像情報等を識別する技術を開示している。
【０００３】一方、手術用メス等の金属術具の滅菌方法
としてオートクレーブが使用されているが、近年、この
オートクレーブが、安全かつ、外部環境へ与える影響が
少なく、洗浄作業を行う従業者への安全を考慮した滅菌
方法の一つとして、術式中の清潔域にて使用される、カ
メラヘッドを含む器材等の滅菌方法として採用されてい
る。
【０００４】オートクレーブでは高温高湿環境下で滅菌
を行うため、熱的要因により抵抗素子の特性が変動した
り、記録素子に記録された情報が熱的要因により消去さ
れる場合がある。これにより本来意図した情報とは異な
るスコープの種類や色マトリックス等の情報が画像処理
部に伝達されてしまい、適切な各種情報を得ることがで
きない場合があった。
【０００５】また、オートクレーブによる高湿条件か
ら、カメラヘッド内に具備されるＬＳＩ等の電子部材を
保護するために、ＬＳＩ等の電子部材の実装された基板
等は何らかの手段により気密封止され、オートクレーブ
による高湿環境下に直接曝されない対策が取られること
が多い。
【０００６】しかし、気密封止されているために、封止
されている外部はある程度温度が低下しても、封止され
ている内部は外部との熱交換が十分に行われないために
カメラヘッド判別等のために使用される抵抗素子や記録
素子に対する使用環境条件よりも高い雰囲気にて使用さ
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れる可能性がある。
【０００７】よって、抵抗素子や記録素子が使用環境条
件を越える雰囲気下で使用されるために正常な動作を行
えず、誤情報が画像処理部に転送されることによりカメ
ラヘッドの誤動作や、記録素子の劣化の早期進行を原因
とする使用例数の低下等の問題が発生する。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】上記したように、オー
トクレーブ環境下では、高温条件によるカメラヘッド内
に配置されている電子部材の特性の変動により、カメラ
ヘッドに記憶された情報を正確な情報として伝達するこ
とができない場合がある。この場合は、カメラヘッドを
画像処理部に接続することで適切な条件設定下で撮像素
子を駆動して外部モニターに画像表示を行い、その画像
を基に術式を行うという本来の作業がスムーズに行えな
いことになる。
【０００９】また、オートクレーブでは短時間で滅菌作
業を実施する場合があり、１症例の終了後すぐにオート
クレーブに投入して次の症例に使用することがある。こ
の場合、例えば、カメラヘッド内に気密封止された電子
部材等が実装された電気基板は実際には、その周辺の雰
囲気が使用環境条件まで十分に冷却されないままに症例
に投入されることもある。
【００１０】また、次の症例の開始時点では使用環境の
条件内まで冷却できたとしても、症例中において電子部
材等は当然発熱するので、その発熱による温度上昇を加
味すると、気密封止内部の雰囲気温度が使用中に電子部
材の使用環境条件下を越えることもある。これによっ
て、次の症例の開始時点もしくは術式中に誤情報が伝送
されて、観察している画像が外部モニターに表示されな
い場合がある。
【００１１】この問題は、カメラヘッドをオートクレー
ブにて滅菌した後、十分に時間をかけて自然冷却し、密
封封止した部材の内部温度が外部温度と大差ないレベル
になるまで待って次の術式に投入すれば克服することが
できる。しかし、それを実施するためには１日の術式の
症例数を減らすか、あるいは同じカメラヘッドを複数個
所有することになる。
【００１２】しかしながら、例えば１日の症例数の多い
緊急病院や大規模の病院等の施設では、症例数を減らす
ことはできないし、また、同じカメラヘッドを複数個所
有することはコストの面やメンテナンスの面からもメリ
ットがあまりなく、現状では同じカメラヘッドを複数個
所有することができない施設もある。
【００１３】本発明はこのような課題に着目してなされ
たものであり、その目的とするところは、コストの上昇
やメンテナンスの手間を増やすことなしに、本来意図し
た適切な情報をカメラヘッド側から確実に画像処理部に
伝達し、使用するスコープに対して適切な画像表示が行
える内視鏡撮像装置を提供することにある。
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【００１４】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
めに、本発明は、光学視管と、撮像素子を内設し、前記
光学視管の基端側に設けられた撮像部とを有するスコー
プ本体と、前記撮像部からの入力信号に基づいて画像処
理を行う画像処理部とを具備する内視鏡撮像装置におい
て、前記画像処理部と前記撮像部との接続部に、オート
クレーブ耐性を有する材料によって形成された、前記ス
コープ本体の種別や、色マトリックス、撮像マスク形等
の映像情報を識別するための識別手段を設けている。
【００１５】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施形態を詳細に説明する。図１は本発明の第１実施形態
に係る内視鏡撮像装置の構成を示すブロック図である。
【００１６】図１に示すように、第１実施形態の内視鏡
撮像装置は、光学視管１０１と撮像素子を内設した撮像
部１０２とを有するスコープ本体としてのカメラヘッド
と、画像処理部１０４と、周辺機器としての光源装置１
１１及び外部モニター１１２とから構成される。また、
画像処理部１０４は、情報処理回路１０５、インターフ
ェース回路１０６、ＣＰＵ回路１０７、調光回路１０
８、画像処理回路１０９、外部出力回路１１０から構成
される。
【００１７】撮像部１０２の一端は光学視管に接続さ
れ、他の一端は接続部としてのカメラヘッドコネクター
１２２を介して画像処理部１０４に接続されている。上
記カメラヘッドコネクター１２２上には、カメラヘッド
情報記録部１２１が設けられている。このカメラヘッド
情報記録部１２１に記録されている情報としては、スコ
ープの種別や色マトリックス、マスク径などの映像情報
である。
【００１８】また、画像処理部１０４は、撮像部１０２
のコネクター側と組み合わされる一端にカメラヘッド情
報記録部１２１の情報を読み取るためのカメラヘッド判
別部１２０を有している。このカメラヘッド判別部１２
０とカメラヘッド情報記録部１２１とは識別手段を構成
する。
【００１９】カメラヘッドコネクター１２２を画像処理
部１０４に組み付けることによって、カメラヘッド情報
記録部１２１の情報をカメラヘッド判別部１２０にて読
み取り、読み取った情報を画像処理部１０４内の情報処
理回路１０５にて解析する。解析結果はインターフェー
ス回路１０６を介して画像処理部１０４内のＣＰＵ回路
１０７に伝達される。
【００２０】ＣＰＵ回路１０７では、伝達された解析結
果を基に画像処理回路１０９及び調光回路１０８に適切
な信号を送信するとともに、接続されたスコープに応じ
て色マトリックス、マスク径等の各種映像情報を適切な
ものに変更する。
【００２１】また、光学視管１０１にはライトガイド１
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０３が接続されて光源装置１１１へと延在している。光
源装置１１１は調光回路１０８からの信号により調光さ
れる。
【００２２】また、画像処理回路１０９で画像処理され
た撮像信号は外部出力回路１１０を介して外部モニター
１１２で表示される。
【００２３】図２は第１実施形態において、コネクター
接続以降の、画像処理部１０４内における各種の処理の
流れを示す図である。まずステップＳ１でコネクタ接続
を行った後、カメラヘッド情報記録部１２１からの情報
をカメラヘッド判別部１２０により読み取る（ステップ
Ｓ２）。次に情報処理回路１０５において、読み取った
情報より必要情報（スコープの種別、色マトリクス、マ
スク径など）の解析を行う（ステップＳ３）。次に情報
処理回路１０５からの解析結果情報をインターフェース
回路１０６を介してＣＰＵ回路１０７へ出力する（ステ
ップＳ４）。次にＣＰＵ回路１０７では、入力された解
析結果情報を基に画像処理回路１０９、調光回路１０８
の設定を変更する（ステップＳ５）。
【００２４】図３（Ａ）、（Ｂ）は上記したカメラヘッ
ド情報記録部をバーコードラベルにより実現した実施形
態の作用を説明するための図である。
【００２５】ここでは、カメラヘッドコネクター２０２
上にオートクレーブ耐性を有するシート状の部材からな
るバーコードラベルにスコープの種類や色マトリックス
等の映像情報をバーコードの形態で書き込んでおく。こ
れに対応して、画像処理部１０４のカメラヘッド判別部
１２０として、光学的読み取り手段としてのバーコード
リーダー２０３を設ける。
【００２６】カメラヘッドが画像処理部１０４に接続さ
れたときに、カメラヘッド判別部１２０によりカメラヘ
ッドコネクター２０２上に設けられたバーコード情報を
読み取り、読み取った情報を基に画像処理部１０４内に
てスコープの種別や色マトリックス、撮影マスク形等の
選択を行う。
【００２７】なお、上記シート状の部材はそれ自体でオ
ートクレーブ耐性を有するものでも良いし、通常のバー
コードシートをオートクレーブ耐性のある光学透過性の
良い部材により封入したものでもよい。
【００２８】上記した構成では、色マトリックス等の映
像情報をユーザーが好みに応じて変更することができな
い。そこで本実施形態では図４に示すような構成を用い
ることにより色マトリックス等の情報をユーザーが好み
に応じて変更可能にする。すなわち図４に示すように、
画像処理部１０４に外部インターフェース部３０４を設
け、この外部インターフェース部３０４に接続可能な、
バーコードレコーダー部３０３とバーコードリーダー部
３０２とで構成される外付け機器３０１を、インターフ
ェースケーブル３０５を介して画像処理部１０４に接続
する。画像処理としての機能で色マトリックスの変更が
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5
可能になっている場合にはその変更した色マトリックス
を外付け機器３０１に転送する。外付け機器３０１は上
記のようなバーコードシートを作成し、必要に応じてカ
メラヘッドコネクターに貼り付けることでユーザーの好
みにかなった色マトリクスに変更することができる。
【００２９】図５は上記した外付け機器３０１のインタ
ーフェースに必要となる各種信号ラインの例を示す図で
ある。
【００３０】図６（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）は識別用フィ
ンを利用した本発明の第２実施形態の作用を説明するた
めの図である。第２実施形態では、カメラヘッドコネク
ター４０１上に設けられた識別用のフィン４０２によっ
てスコープの種別や、色マトリックス、マスク径等の映
像情報を読み取るものである。このため、画像処理部１
０４には、識別用のフィン４０２に対向するようにフィ
ン識別部４０３が設けられている。このフィン識別部４
０３により識別用フィン４０２の有無を判別して情報を
読み取る。
【００３１】図６（Ｃ）に示す例では、フィン識別部４
０３が、発光素子としてのＬＥＤと受光素子としてのフ
ォトトランジスタとからなるフォトインタラプタ（光学
的読み取り手段）で構成されている。この場合は、カメ
ラヘッドコネクター４０１上に設けられた識別用フィン
４０２が上記フォトインタラプタのＬＥＤからの光線を
遮断するかそうでないかに応じた電圧（ｅ１、ｅ２、e
３）により情報を読み取ることができる。
【００３２】なお、上記識別用フィン４０２はカメラヘ
ッドの挿入時の位置決め用の構成部材をも兼ねている。
また、上記識別用フィン４０２は、カメラヘッドコネク
ター外表面に設けられた複数の突起部であっても構わな
い。
【００３３】上記した実施形態によれば、撮像部の一端
に設けられた画像処理部との接続部であるカメラヘッド
コネクター上に、オートクレーブ耐性を有し、カメラヘ
ッドの種別、色マトリックス、撮像マスク形等の映像情
報が付された部材を有している。
【００３４】このようにスコープの種類等を識別するた
めの手段を、電気的素子ではなく、オートクレーブを実
施しても熱的要因による変性のないシート状の部材や識
別用のフィンや突起部で構成したので、オートクレーブ
による熱的要因に起因する電気的素子の変性によって、
本来伝達したい各種の情報と異なる誤情報がカメラヘッ
ド側から画像処理部に伝達されるのを防止することがで
き、これによって使用するカメラヘッドに対して適切な
画像表示を行うことが可能になる。
【００３５】また、上記の構成であれば、カメラヘッド
の種類が増えても製造上比較的コストアップの少ない内
視鏡装置のカメラヘッドを提供することができる。ま
た、熱的変性が少ないので、同じカメラヘッドを複数個
有する必要がなくなる。さらに、連続して行われる術式*
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*においても、術式ごとのインターバルを最小限に抑えた
上でオートクレーブを実施したい器材を連続して投入で
きるようになる。加えて、単一のカメラヘッドである程
度対応できるため、使用者に対しても低コストでカメラ
ヘッドを有効に使用することができるようになる。
【００３６】なお、上記した具体的実施形態から以下の
ような構成の発明を抽出することが可能である。
【００３７】１．光学視管と、撮像素子を内設し、前記
光学視管の基端側に設けられた撮像部とを有するスコー
プ本体と、前記撮像部からの入力信号に基づいて画像処
理を行う画像処理部とを具備する内視鏡撮像装置におい
て、前記画像処理部と前記撮像部との接続部に、オート
クレーブ耐性を有する材料によって形成された、前記ス
コープ本体の種別や、色マトリックス、撮像マスク形等
の映像情報を識別するための識別手段を設けたことを特
徴とする内視鏡撮像装置。
【００３８】２．上記識別手段は、前記接続部の表面に
設けられ、前記スコープ本体の種別や、色マトリック
ス、撮像マスク形等の各種映像情報をバーコードの形態
で表したバーコードラベルであることを特徴とする１．
に記載の内視鏡撮像装置。
【００３９】３．上記識別手段は、前記接続部の表面に
設けられ、前記スコープ本体の種別や、色マトリック
ス、撮像マスク形等の各種映像情報を表す識別用フィン
または突起部であることを特徴とする１．に記載の内視
鏡撮像装置。
【００４０】４．上記画像処理部は、上記スコープ本体
が当該画像処理部に接続されたときに、上記バーコード
ラベルに対向するような位置に設けられた光学的読み取
り手段と、この光学的読み取り手段により読み取られた
バーコードラベルの情報を解析し、この解析結果に基づ
いて、上記接続されたスコープ本体に適合するように上
記各種映像情報を変更する情報処理回路と、をさらに有
することを特徴とする２．に記載の内視鏡撮像装置。
【００４１】５．上記画像処理部は、上記スコープ本体
が当該画像処理部に接続されたときに、上記識別用フィ
ンまたは突起部に対向するような位置に設けられた光学
的読み取り手段と、この光学的読み取り手段により読み
取られた識別用フィンまたは突起部の情報を解析し、こ
の解析結果に基づいて、上記接続されたスコープ本体に
適合するように上記各種映像情報を変更する情報処理回
路と、をさらに有することを特徴とする３．に記載の内
視鏡撮像装置。
【００４２】
【発明の効果】本発明によれば、コストの上昇やメンテ
ナンスの手間を増やすことなしに、本来意図した適切な
情報をカメラヘッド側から確実に画像処理部に伝達し、
使用するカメラヘッドに対して適切な画像表示が行える
内視鏡撮像装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
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【図１】本発明の第１実施形態に係る内視鏡撮像装置の
構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の第１実施形態において、コネクター接
続以降の、画像処理部内における各種の処理の流れを示
す図である。
【図３】カメラヘッド情報記録部をバーコードラベルに
より実現した実施形態の作用を説明するための図であ
る。
【図４】色マトリックス等の情報をユーザーが好みに応
じて変更するための構成を示す図である。
【図５】外付け機器３０１のインターフェースに必要と
なる各種信号ラインの例を示す図である。
【図６】識別用フィンを利用した本発明の第２実施形態
の作用を説明するための図である。
【符号の説明】
１  内視鏡撮像装置
１０１  光学視管
１０２  撮像部
１０３  ライトガイド *

8
*１０４  画像処理部
１０５  情報処理回路
１０６  インターフェース回路
１０７  ＣＰＵ回路
１０８  調光回路
１０９  画像処理回路
１１０  外部出力回路
１１１  光源装置
１１２  外部モニター
１２０  カメラヘッド判別部
１２１  カメラヘッド情報記録部
１２２  カメラヘッドコネクター
２０１  バーコードラベル
２０２  カメラヘッドコネクター
２０３  バーコードリーダー
３０１  外付け機器
３０２  バーコードリーダー部
３０３  バーコードレコーダー部
３０４  外部インターフェース部

【図１】

【図３】 【図４】
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